
　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
製
造
現

場
や
建
設
現
場
で
の
化
学
物

質
管
理
法
、
法
改
正
へ
の
対

策
に
つ
い
て
話
し
た
。

　
鈴
木
社
長
に
よ
る
と
、
２

０
１
４
年
６
月
の
労
働
安
全

衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、
一
定

の
危
険
性
が
確
認
さ
れ
て
い

る
化
学
物
質
に
つ
い
て
、
取

り
扱
い
事
業
者
へ
の
調
査
が

義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　
過
去
の
労
災
事
例
で
は
、

個
別
規
制
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
物
質
が
原
因
と
な
っ
た
死

亡
事
故
も
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
は
規
制
対
象
と
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
５
２
４
の

化
学
物
質
が
新
た
に
調
査
義

務
化
が
さ
れ
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど

の
事
業
者
が
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と

い

う
。

　
鈴
木
社
長
に
よ
る
と
、
と

く
に
健
康
障
害
の
危
険
性
が

高
い
の
は
、
常
温
で
吸
入
の

恐
れ
の
あ
る
溶
剤
や
粉
体
な

ど
。
な
か
で
も
製
造
、
建
設

作
業
で
は
、
こ
う
し
た
危
険

性
が
伴
う
場
面
が
多
く
、
労

災
の
事
例
も
あ
る
と
い
う
。

　
鈴
木
社
長
は
、
「
法
令
順

守
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
社

員
の
安
全
確
保

の
た
め
に
」
と

対
策
を
呼
び
掛

け
た
。
対
策
を

講
じ
て
い
な
い

と
労
基
署
が
勧

告
を
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
し

て
い
る
。

　
吉
崎
氏
の
開
発
し
た
「
Ｖ

―
Ｓ
ｉ
ｄ
ｏ

Ｏ
Ｓ
」
は
ロ

ボ
ッ
ト
を
人
間
ら
し
く
動
か

す
た
め
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

エ

ア
。
人
間
で
い
う
小
脳
や
脊

髄
の
役
割
を
果
た
し
て

お

り
、
動
作
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

っ
た
り
、
四
肢
と
体
の
干
渉

を
自
動
的
に
制
御
す
る
。
操

縦
者
の
「
思
い
ど
お
り
っ
ぽ

く
」
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
、

と
吉
崎
氏
は
語
っ
た
。

　
吉
崎
氏
に
よ
る
と
、
現
在

人
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
は
、

災
害
地
の
重
機
操
縦
な
ど
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
既
に
雲

仙
普
賢
岳
、
福
島
で
は
運
用

に
向
け
た
取
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
重
機
」
で
は

な
く
、
あ
え
て
人
型
ロ
ボ
で

重
機
を
運
転
す
る
利
点
は
、

①
頑
健
な
既
存
の
重
機
を
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
る
②
ロ
ボ

ッ
ト
の
乗
せ
替
え
が
で
き
る

③
操
作
が
容
易
―
な
ど
の
点

を
挙
げ
て
い
た
。

　
こ
の
う
ち
、
操
作
の
容
易

性
に
つ
い
て
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
の
運
転
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
の
動
作
に
そ

の
ま
ま
活
か
す
こ
と
が
で
き

る
た
め
、
人
間
と
変
わ
ら
ぬ

操
縦
が
１
日
足
ら
ず
で
で
き

る
と
い
う
。

　
ま
た
、
同
Ｏ
Ｓ
は
あ
ら
ゆ

る
ロ
ボ
ッ
ト
に
使
え
る
互
換

性
が
あ
り
、
「
Ｖ
―
Ｓ
ｉ
ｄ

ｏ

Ｏ
Ｓ
」
を
活
用
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
開
発
も
各
分
野
で
期

待
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
◆
　
　
◆

　
当
日
は
同
Ｏ
Ｓ
の
使
用
例

と
し
て
、
全
長
約
１
・
３
㍍

の
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
ー
公

認
変
形
ロ
ボ
ッ
ト
が
登
場
。

車
型
か
ら
人
型
へ
の
変
形
デ

モ
を
披
露
し
た
。
会
場
か
ら

は
感
嘆
の
声
が
挙
が
っ
て
い

た
。

　
開
発
者
の
石
田
氏
は
、
変

形
ロ
ボ
ッ
ト
の
利
点
に
つ
い

て
「
小
型
化
、
多
機
能
化
に

よ
る
高
付
加
価
値
」
と
話
す

も
、
開
発
コ
ス
ト
や
重
量
な

ど
の
課
題
も
あ
り
、
現
在
の

と
こ
ろ
「
メ
リ
ッ
ト
は
基
本

的
に
は
な
い
」
と
笑
い
な
が

ら
語
っ
て
い
た
。
同
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
２
０
２
０
年
に

５
㍍
の
巨
大
変
形
ロ
ボ
の
建

造
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
◆
　
　
◆
　

　
こ
れ
か
ら
の
展
望
に
つ
い

て
吉
崎
氏
は
、「
近
い
未
来
、

さ
ま
ざ
ま
な
ロ
ボ
ッ
ト
の
登

場
に
よ
り
、
人
が
お
こ
な
う

仕
事
が
ロ
ボ
ッ
ト
に
置
き
換

わ
っ
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
上
で
、
「
ロ
ボ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ

る
新
た
な
仕
事
が
当
然
で
き

る
た
め
、
人
が
働
く
シ
ー
ン

は
な
く
な
ら
な
い
」
と
強
調

し
て
い
た
。

　
携
帯
や
パ
ソ
コ
ン
の
普
及

時
で
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う

に
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
り
人
は
面

倒
な
仕
事
か
ら
解
放
さ
れ
、

新
た
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
と
い
う
。

　
さ
ら
に
「
『
Ｖ
―
Ｓ
ｉ
ｄ

ｏ

Ｏ
Ｓ
』
を
活
用
し
た
ユ

ニ
ー
ク
な
機
能
を
備
え
た
ロ

ボ
が
世
に
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
そ
れ
が
定
着
し

て
い
け
ば
、
い
よ
い
よ
私
た

ち
の
生
活
に
家
庭
用
ロ
ボ
が

現
れ
る
日
が
く
る
」
と
締
め

く
く
っ
た
。
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リ
ス
ク
ア
セ
ス
で
セ
ミ
ナ
ー

工
業
、
建
設
業
部
会
が
連
携
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工
業
部
会
は
６
日
、
建
設
業
部
会
と
連
携
し
、
市
立
産
業
会
館
で
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。
両
部
会
か
ら
20
人
が
参
加
し
た
。
厚
生
労
働
省
か
ら
「
平

成
26
年
度
ラ
ベ
ル
・
S
D
S
活
用
促
進
事
業
」
を
受
託
し
て
い
る
テ
ク
ノ
ヒ
ル
（
東
京
都

中
央
区
）
鈴
木
一
行
社
長
＝
写
真
＝
が
講
師
を
務
め
た
。

　
工
業
部
会
・
近
未
来

技
術
研
究
会
は
９
日
、

市
立
産
業
会
館
で
第
４

回
例
会
公
開
講
演
会

「
ど
う
な
る
近
未
来
ロ

ボ
ッ
ト
革
命
～
あ
な
た

の
家
に
も
ロ
ボ
ッ
ト

が
！
？
こ
れ
が
最
新
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
だ
～
」
を

開
催
し
た
。
講
師
に
は

ア
ス
ラ
テ
ッ
ク
（
東
京

都
港
区
）
技
術
開
発
部

チ
ー
フ
ロ
ボ
ッ
ト
ク
リ

エ
イ
タ
ー
の
吉
崎
航

氏
、
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｖ
Ｅ

Ｒ

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
（
埼

玉
県
朝
霞
市
）
社
長
の

石
田
賢
司
氏
を
招
い

た
。
計
１
２
２
人
が
参

加
し
た
。


